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(57)【要約】
【課題】切土量の大幅削減を図り、斜面谷側の作業足場
や支保工を省略した簡易な施工で以て、安定性の高い盛
土構造体を構築すること。
【解決手段】盛土体４０の重量を支持する断面形状が逆
台形を呈する場所打ちコンクリート製の床版１０と、床
版１０から放射状に延出させた複数の補強杭５０と、床
版を貫通させて立設した支柱杭２０とを具備し、擁壁３
０に作用する盛土体４０の側圧を、支柱杭２０を経由し
て床版１０へ伝達し、床版１０の接地面および複数の補
強杭５０を通じて斜面６０に支持させるようにした。
【選択図】図２



(2) JP 2015-183366 A 2015.10.22

10

20

30

40

50

【特許請求の範囲】
【請求項１】
　斜面に複数のパネルを組み立てて立設した擁壁の背面に盛土材を充填して盛土体を構築
した盛土構造体であって、
　前記盛土体の重量を支持する場所打ちコンクリート製の床版と、
　前記床版に全長に亘って形成し、該床版の底面または背面から地中へ向けて放射状に延
出させた複数の補強杭と、
　前記床版を貫通させて立設し、床版の上方へ突出した部位で擁壁を支持する複数の支柱
杭とを具備し、
　前記床版の断面形状が逆台形を呈しており、
　前記擁壁に作用する盛土体の側圧を、支柱杭を経由して床版へ伝達し、床版の接地面お
よび複数の補強杭を通じて斜面に支持させたことを特徴とする、
　盛土構造体の構造。
【請求項２】
　支柱杭の床版の上方へ突出した部位と斜面との間に単数または複数の控材を設け、擁壁
に作用する盛土体の側圧を、支柱杭を介して控材に支持させたことを特徴とする、請求項
１に記載の盛土構造体の構造。
【請求項３】
　前記床版から延出した複数の補強杭により床版の周囲に補強地盤を形成し、支柱杭を経
由して床版へ伝達する盛土体の側圧を前記複数の補強杭を通じて補強地盤に支持させたこ
とを特徴とする、請求項１または２に記載の盛土構造体の構造。
【請求項４】
　前記支柱杭が床版の上面から上向きに突出して擁壁を支える支柱部と、床版の底面から
下向きに突出して床版を安定化させる杭部とを有することを特徴とする、請求項１乃至３
の何れか一項に記載の盛土構造体の構造。
【請求項５】
　前記支柱杭の支柱部と杭部とを別部材で形成したことを特徴とする、請求項４に記載の
盛土構造体の構造。
【請求項６】
　斜面に複数のパネルを組み立てて擁壁を立設し、該擁壁の背面に盛土材を充填して盛土
体を構築する盛土構造体の構築方法であって、
　斜面に開設した横溝内に断面形状が逆台形を呈する場所打ちコンクリート製の床版を構
築し、
　前記床版は該床版の底面または背面から地中へ向けて放射状に延出させた複数の補強杭
と、
　前記床版を貫通させて立設した複数の支柱杭とを具備し、
　前記擁壁と床版の上方へ突出した支柱杭との間を連結要素で連結し、
　擁壁に作用する盛土材の側圧を支柱杭、床版、および複数の補強杭で支持しながら、擁
壁の背面に盛土材を充填して盛土体を構築することを特徴とする、
　盛土構造体の構築方法。
【請求項７】
　前記床版の上方へ突出した支柱杭と斜面との間に単数または複数の控材を設け、擁壁に
作用する盛土材の側圧を前記控材で支持した状態で、擁壁の背面に盛土材を充填して盛土
体を構築することを特徴とする、請求項６に記載の盛土構造体の構築方法。
【請求項８】
　前記床版から延出した複数の補強杭により床版の周囲に補強地盤を形成したことを特徴
とする、請求項６に記載の盛土構造体の構築方法。
【請求項９】
　前記横溝の谷側面に捨型枠を設置し、溝底に支柱杭を貫入し、溝底および山側の背面に
補強杭を先行して構築した横溝内にコンクリートを打設して、床版に支柱杭および複数の
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補強杭を一体化したことを特徴とする、請求項６または７に記載の盛土構造体の構築方法
。
【請求項１０】
　前記支柱杭が床版の上面から上向きに突出して擁壁を支える支柱部と、床版の底面から
下向きに突出して床版を安定化させる杭部とを有することを特徴とする、請求項６乃至９
の何れか一項に記載の盛土構造体の構築方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、安定性に優れた軽量盛土構造体または補強土壁構造体（以下「盛土構造体」
という）の構造および構築方法に関する。
【背景技術】
【０００２】
　擁壁の設置位置にコンクリート製の基礎を設け、この基礎上に擁壁を組み立てる工程と
、擁壁の背面に盛土材を充填する工程とを繰り返して構築する盛土構造体は広く知られて
いる。
　特許文献１には、盛土体の安定性を高める手段として、二枚の支圧板を具備したロック
ボルトを斜面に定着し、ロックボルトの頭部側を盛土体に埋設して一体化することが開示
されている。
　また特許文献２には擁壁から地山にかけてグラウンドアンカーを打設し、擁壁に作用す
る盛土材の側圧をグラウンドアンカーで支持することが開示されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００９－９７１７６号公報
【特許文献２】特開２００９－２２１７７７号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　前記した盛土構造体は次の問題点を有する。
＜１＞特許文献１，２に記載された盛土構造体を急峻な斜面上に構築する場合、擁壁の組
み立て作業のために斜面谷側に作業足場や支保工等の仮設資材を設置しなければならない
。
　仮設資材を使用することで施工コストが高くなるだけでなく、仮設資材の組み立てと撤
去に多くの時間と労力を要して作業性が悪い。
＜２＞支圧板付きの多数のロックボルトを使用する特許文献１に記載された盛土構造体で
は、資材コストが嵩む問題を有しているだけでなく、ロックボルトを設置するためにボー
リングマシンを使った穿孔作業と、ボーリング孔内に長尺のロックボルトを挿入する作業
と、ロックボルトの頭部側に二枚の支圧板を設置する作業が必要であり、ロックボルトの
設置に多くの作業工数がかかるといった問題がある。
　さらに擁壁の自立性が低いために、盛土材の充填作業時に盛土材の側圧によって擁壁が
倒れる恐れがある。
＜３＞特許文献１に記載された盛土構造体は盛土体の背面側をロックボルトで支持する構
造であり、盛土体の全体を支持する構造にはなっていない。
　したがって、盛土構造体の大型化や、地震の発生に伴い擁壁に作用する盛土体の側圧が
大きくなると、擁壁が崩壊する危険がある。
＜４＞長尺のグラウンドアンカーで盛土体の全体を支持する特許文献２に記載された盛土
構造体は、盛土体の安定性が高いものの、長尺で大型のグラウンドアンカーを使用するこ
とから資材コストと施工コストが高くつくといった問題がある。
＜５＞盛土構造体の設置現場の斜面が軟弱である場合は、斜面から反力を得るためのロッ
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クボルトやグラウンドアンカーの定着長を長くしたり、ボルトやアンカーの設置数を増や
したりしなければならず、工期が長くかかるだけでなく工費も高くつく。
＜６＞図９に示すように、一般的な盛土構造体において、擁壁ａを支持する基礎として、
断面が略台形を呈するコンクリート製の基礎ｂを設置する場合がある。
　この場合には、基礎ｂの底面の斜面山側端部ｐを起点として斜面ｃの本来の位置より水
平距離Ｌ分だけ後退させて切土して、山側斜面ｃ1を安定勾配に形成しなければならない
。
　そのため、大量の切土が発生するだけでなく、地上部に住宅や道路等の既設構造物が存
在すると、山側斜面ｃ1の安定勾配を得るために山側斜面ｃ1を水平距離Ｌ分だけ後退する
ことができない
【０００５】
　本発明は以上の点に鑑みて成されたもので、その目的とするところはつぎの盛土構造体
の構造および構築方法を提供することにある。
＜１＞斜面谷側の作業足場や支保工を省略した簡易な施工で以て、安定性の高い盛土構造
体を構築すること。
＜２＞支持地盤が軟弱であったり、大規模地震が発生したりしたときでも、盛土構造体の
安定姿勢を保持できること。
＜３＞切土量の大幅削減が図れること。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明は、斜面に複数のパネルを組み立てて立設した擁壁の背面に盛土材を充填して盛
土体を構築した盛土構造体であって、前記盛土体の重量を支持する場所打ちコンクリート
製の床版と、前記床版に全長に亘って形成し、該床版の底面または背面から地中へ向けて
放射状に延出させた複数の補強杭と、前記床版を貫通させて立設し、床版の上方へ突出し
た部位で擁壁を支持する複数の支柱杭とを具備し、前記床版の断面形状が逆台形を呈して
おり、前記擁壁に作用する盛土体の側圧を、支柱杭を経由して床版へ伝達し、床版の接地
面および複数の補強杭を通じて斜面に支持させたことを特徴とする。
　本発明の他の形態において、支柱杭の床版の上方へ突出した部位と斜面との間に単数ま
たは複数の控材を設け、擁壁に作用する盛土体の側圧を、支柱杭を介して控材に支持させ
てもよい。
　本発明の他の形態において、前記床版から延出した複数の補強杭により床版の周囲に補
強地盤を形成し、支柱杭を経由して床版へ伝達する盛土体の側圧を前記複数の補強杭を通
じて補強地盤に支持させる。
　本発明の他の形態において、前記支柱杭は床版の上面から上向きに突出して擁壁を支え
る支柱部と、床版の底面から下向きに突出して床版を安定化させる杭部とを有する。
　前記支柱杭の支柱部と杭部とは別部材として形成してもよい。
　さらに本発明は、斜面に複数のパネルを組み立てて擁壁を立設し、該擁壁の背面に盛土
材を充填して盛土体を構築する盛土構造体の構築方法であって、斜面に開設した横溝内に
断面形状が逆台形を呈する場所打ちコンクリート製の床版を構築し、前記床版は該床版の
底面または背面から地中へ向けて放射状に延出させた複数の補強杭と、前記床版を貫通さ
せて立設した複数の支柱杭とを具備し、前記擁壁と床版の上方へ突出した支柱杭との間を
連結要素で連結し、擁壁に作用する盛土材の側圧を支柱杭、床版、および複数の補強杭で
支持しながら、擁壁の背面に盛土材を充填して盛土体を構築することを特徴とする。
　本発明の他の形態において、前記床版の上方へ突出した支柱杭と斜面との間に単数また
は複数の控材を設け、擁壁に作用する盛土材の側圧を前記控材で支持した状態で、擁壁の
背面に盛土材を充填して盛土体を構築してもよい。
　本発明の他の形態において、前記横溝の谷側面に捨型枠を設置し、溝底に支柱杭を貫入
し、溝底および山側の背面に補強杭を先行して構築した横溝内にコンクリートを打設して
、床版に支柱杭および複数の補強杭を一体化する。
　本発明の他の形態において、前記床版から延出した複数の補強杭により床版の周囲に補
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強地盤を形成する。
　前記支柱杭は、床版の上面から上向きに突出して擁壁を支える支柱部と、床版の底面か
ら下向きに突出して床版を安定化させる杭部とを有する。
　前記盛土材としては軽量盛土を用いてもよい。
【発明の効果】
【０００７】
　本発明は以上説明したとおりであるから、つぎの効果のうち少なくともひとつを得るこ
とができる。
＜１＞床版や硬化した盛土材の上面を利用して作業を行えるとともに、擁壁を支柱杭に支
持させるようにした。
　したがって、斜面谷側の作業足場や支保工を省略して、効率よく盛土構造体を構築する
ことができる。
＜２＞床版から放射状に複数の補強杭を延出させて床版の安定性を高めた。
　したがって、擁壁および支柱杭を通じて作用する盛土体の側圧を床版および複数の補強
杭で効率よく分散して支持できるとともに、擁壁の孕み変形も効果的に阻止できる。
＜３＞床版に複数の補強杭を延出させたことで、床版の安定性が格段に向上する。
　そのため、斜面が軟弱であったり、大規模地震が発生したりしても、盛土構造体の安定
した姿勢を保持することができる。
＜４＞床版の断面形状が逆台形を呈することで斜面の切土量を大幅に削減できるとともに
、斜面の勾配に影響を受けずに施工できるから、急斜面に面して盛土構造体を構築するこ
とができる。
＜５＞支柱杭を介して盛土体の側圧を控材で支持することで、少ない控材で以て多数のパ
ネルを同時に支持できるだけでなく、盛土構造体の安定性がより高くなる。
【図面の簡単な説明】
【０００８】
【図１】本発明に係る一部を破断した盛土構造体の斜視図
【図２】盛土構造体の横断面図
【図３】床版の拡大断面図
【図４】盛土構造体の構築方法の説明図で、補強杭の構築工程の説明図
【図５】盛土構造体の構築方法の説明図で、捨型枠の設置工程の説明図
【図６】盛土構造体の構築方法の説明図で、跳ねるの組み立てと盛土材の充填工程の説明
図
【図７】本発明の変形例に係る一盛土構造体の横断面図
【図８】控材を用いた本発明の他の実施形態に係る盛土構造体の部分断面図
【図９】断面が台形の基礎を斜面に設置するときの斜面の断面図
【発明を実施するための形態】
【０００９】
　以下、図１～６を参照しながら本発明の実施形態について説明する。
【００１０】
＜１＞盛土構造体の概要。
　図１，２を参照して説明すると、本発明に係る盛土構造体は、斜面６０の横方向に向け
て設置する床版１０と、床版１０に立設した支柱杭２０と、支柱杭２０に支持させて組み
立てた擁壁３０と、擁壁３０の背面に盛土材を充填して構築した盛土体４０とを具備する
。
　床版１０は地中に放射状に打設した複数の補強杭５０を具備する。
【００１１】
＜２＞床版。
　床版１０は擁壁３０に作用する流動性を有する盛土材の側圧を、支柱杭２０を介して支
持する構造体である。
　図３を参照して説明すると、床版１０は断面が逆台形を呈していて、床版１０の前面（
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谷側側面）１１は鉛直であり、背面（山側側面）１２は斜面６０の傾斜方向と同一方向に
傾斜させたオーバーハング面として形成してあり、さらに略水平に形成した上面１３の横
断幅Ｌ1は底面１４の横断幅Ｌ2より大きい関係にある。
　床版１０の背面１２を斜面６０の傾斜方向と同一方向に傾斜させたのは、斜面６０の切
土量を削減するためであり、床版１０の上面１３の横断幅Ｌ1を底面１４より大きくした
のは、上面１３を作業ヤードや資材のストックヤードとして有効活用するためである。
【００１２】
　床版１０の素材としては、場所打ちコンクリート以外に、例えばＡＬＣ（軽量気泡コン
クリート）、繊維補強コンクリート、ポリマーコンクリート、樹脂含浸コンクリート等を
適用することができる。
　床版１０の安定性確保のためには床版１０に所定の重量を付与することが望ましいが、
床版１０に具備させた複数の補強杭５０で床版１０の安定性を確保できることから、特に
床版１０を重量物として形成する必要性はない。
【００１３】
＜３＞擁壁。
　擁壁３０は盛土体４０の前面を覆う複数のパネル３１で構成する。
　パネル３１としては、公知のコンクリート製の擁壁パネルや擁壁ブロックの他に、樹脂
製パネルや捨て型枠等を使用することもできる。
　各パネル３１は公知の連結要素３２を介して支柱杭２０に支持させる。連結要素３２は
パネル３１と支柱杭２０との間を、一定間隔を保持して連結するための連結具であり、例
えば棒体、ベルト等を適用できる。
【００１４】
＜４＞盛土体。
　盛土体４０を構成する盛土材としては、例えば気泡混合材等を含む軽量盛土、発泡ウレ
タン、発泡スチロールブロック、土砂、コンクリート等を使用できる。
　擁壁３０の側圧負担を考慮すると、盛土材としては軽量盛土を使用することが望ましい
。
【００１５】
＜５＞支柱杭。
　支柱杭２０は擁壁３０を支える支柱機能と、床版１０を安定化させる杭機能を併有した
剛性部材であり、支柱部２１と杭部２２とを有する。
　支柱杭２０の素材としては、高剛性の管体、棒体、各種鋼材（Ｈ鋼、丸鋼、角鋼等）、
コンクリート充填鋼管、またはＰＣ材入りコンクリート充填鋼管等を使用でき、支柱杭２
０に求められる曲げ耐力に応じて適宜選択する。
　床版１０の上面１３から上向きに突出した支柱部２１は、連結要素３２を介して擁壁３
０を支持するために機能し、擁壁３０に作用する盛土材４０の側圧に対抗可能な剛性を有
する。
　床版１０の底面１４から下向きに突出した杭部２２は、補強杭５０と協働して床版１０
の鉛直変位、横滑り、および転倒を防止するために機能する。
【００１６】
＜６＞補強杭。
　補強杭５０は床版１０と一体に設けた杭体であり、床版１０の変位を拘束する抵抗部材
として機能するだけでなく、床版１０を設置した周辺地盤の補強機能を有する。
　従来の鉛直方向に設ける支持杭と異なり、補強杭５０は床版１０の背面１２および底面
１４を貫通して放射状（斜め）に設ける。
　補強杭５０としては、鋼棒等の芯材５１を直接地中に打設してもよいが、図示するよう
にグラウト材５２を注入した杭孔５３に芯材５１を貫入して構築すると、上記した補強杭
５０の機能をより発揮することができる。
　また本例では芯材５１の頭部に支圧板５４を付設して補強杭５０と床版１０の一体性を
高める形態を示すが、支圧板５４は必須ではなく、省略する場合もある。
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【００１７】
［盛土構造体の構築方法］
　つぎに既述した盛土構造体の構築方法について説明する。
【００１８】
＜１＞横溝の開設。
　図４を参照して説明すると、擁壁を設置予定の斜面６０に連続した横溝６１を開削する
。横溝６１は床版１０の底面１４および背面１２の寸法と勾配に合わせて形成する。
　本例では、横溝６１の谷側面を鉛直に形成し、溝底を水平に形成し、横溝６１の山側面
を斜面６０の傾斜方向と同一方向に傾斜させて形成している。
【００１９】
＜１．１＞断面台形の床版の場合の切土量について。
　仮に断面形状が台形の床版を構築しようとすると、床版の背面の傾斜方向が斜面の傾斜
方向と交錯する。そのため、横溝を開削するためには、床版の底面の斜面山側端部を起点
として斜面を大量に切土しなければならない。
【００２０】
＜１．２＞断面逆台形の床版の場合の切土量について。
　これに対し本発明では、断面形状が逆台形を呈する床版１０を構築するに際し、床版１
０の背面１２の傾斜方向が斜面６０の傾斜方向と同じになる。
　そのため、横溝６１の上方の山側斜面を大幅に切土せずに施工ができ、また切土する場
合でも必要最小限の切土で済む。
【００２１】
＜２＞補強杭の構築。
　図４に示すように、横溝６１の溝底と山側面に所定の深さの杭孔５３を削孔し、グラウ
ト材５２を充填した各杭孔５３に芯材５１を貫入して、複数の補強杭５０を構築する。
　各補強杭５０を構成する芯材５１の頭部は横溝６１内に露出させておく。
　補強杭５０の本数、設置方向、貫入深さは、現場の状況に応じて適宜選択する。
【００２２】
＜３＞支柱杭の立設。
　図５を参照して説明すると、横溝６１の溝底に所定の間隔を隔てて複数の支柱杭２０を
鉛直に立設する。
　本例では支柱杭２０の下半の杭部２２を直接地山へ圧入する場合を示すが、既述した補
強杭５０と同様にグラウト材を充填した杭孔に挿入して定着するようにしてもよい。
　横溝６１の溝底を作業ヤードとして活用できるので、支柱杭２０の立設作業のために斜
面谷側に作業足場を設ける必要がない。
【００２３】
＜４＞床版の構築。
　以下の工程を経て横溝６１内に床版１０を構築する。
【００２４】
＜４．１＞捨型枠の組み立て。
　図５に示すように横溝６１の谷側面に床版構築用の捨型枠３５を組み立て、支柱杭２０
から反力を得て捨型枠３５を支持し得るように、捨型枠３５の背面と支柱杭２０との間を
連結要素３２で連結する。横溝６１の両端開放部も図示しない捨型枠を使用して封鎖する
。
　捨型枠３５はコンクリートの打設後に脱型しない型枠であり、鋼製、コンクリート製、
樹脂製、木製等の型枠を適用することができる。
　横溝６１の溝底を作業ヤードに活用して捨型枠３５の組み立て作業が行えるとともに、
捨型枠３５を支柱杭２０で支持できるので、斜面谷側に作業足場や支保工を設ける必要が
ない。
【００２５】
＜４．２＞コンクリートの打設。
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　捨型枠３５で包囲した横溝６１内にコンクリートを打設して、図３に示すような断面逆
台形の床版１０を構築する。
　横溝６１内にコンクリートを打設することで、支柱杭２０の中間部と各補強杭５０の頭
部が床版１０と一体化する。
　床版１０の上面１３には支柱杭２０を構成する支柱部２１が鉛直に突出する。
【００２６】
＜４．２．１＞支柱杭によるコンクリ―ト打設圧の支持。
　捨型枠３５は連結要素３２を介して支柱杭２０に固定してあるので、捨型枠３５に作用
するコンクリートの打設圧を支柱杭２０の剛性で支持することができる。
　したがって、捨型枠３５の外面にコンクリートの打設圧を支持するための支保工等を設
けなくてよい。
　さらに、コンクリートの打設後において、捨型枠３５は勿論のこと、連結要素３２も撤
去せずに埋め殺しにするので、床版１０の構築作業を簡略化できる。
【００２７】
＜４．２．２＞補強杭による地盤補強。
　床版１０はその全長に亘って背面１２および底面１４から放射状に延出した複数の補強
杭５０、および支柱杭２０の杭部２２を具備し、これらの複数の補強杭５０、および杭部
２２が床版１０の周囲の地山を補強して、図３の二点鎖線で示す範囲に補強地盤６２を形
成する。
　したがって、斜面６０が不安定な軟弱地盤であっても高い支持力で床版１０を支持でき
るとともに、床版６０の安定姿勢を確保できる。
【００２８】
＜５＞擁壁の構築。
　図６を参照して床版１０の上部に盛土体４０を構築する工程について説明する。
　本例では、擁壁３０の組み立て作業と盛土材４１の充填作業を複数回に分けて行う場合
について説明するが、擁壁３０の全高を組み立てた後に、擁壁３０の背面側へ盛土材４１
を一括充填して盛土体４０を構築してもよい。
【００２９】
＜５．１＞パネルの組み立て。
　捨型枠３５の上部、または床版１０の上面１３に複数のパネル３１を組み立てた後、各
パネル３１の背面と支柱杭２０の支柱部２１との間を連結要素３２で連結する。
【００３０】
　床版１０の上面１３は、資材置き場として活用できるだけでなく、パネル３１の組み立
て作業やパネル３１と支柱杭２０の連結作業を行う際の作業足場としても活用できるので
、斜面谷側の作業足場を省略できる。さらに連結要素３２を介して各パネル３１を支柱杭
２０の支柱部２１に固定するので、パネル３１の外面に支保工を設ける必要がない。
【００３１】
＜５．２＞盛土材の充填。
　パネル３１の背面側に盛土材４１を層状に充填して盛土材４１と床版１０の間、および
盛土材４１とパネル３１との間を一体化する。
　擁壁３０を構成する複数のパネル３１は連結要素３２を介して支柱杭２０の支柱部２１
に固定してあるので、パネル３１の背面に作用する盛土材４１の側圧を支柱杭２０、床版
１０、および複数の補強杭５０で支持することができる。
【００３２】
＜５．３＞パネルの組み立てと盛土材の充填の繰り返し。
　図２に示すように、硬化した既設の盛土材４１の上面を利用して、既設のパネル３１の
上部に次段用のパネル３１を組み立てる作業と、パネル３１の背面に盛土材４１を充填す
る作業を繰り返して、所定の高さの盛土体４０を構築する。
　擁壁３０を支持する連結要素３２および支柱杭２０の支柱部２１は盛土体３０に埋設さ
れる。
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　擁壁３０に作用する盛土体４０の側圧は、支柱部２１を経由して床版１０へ伝達され、
最終的に床版１０の接地面および複数の補強杭５０を通じて補強した補強地盤６２で支持
される。
　なお、盛土体４０の内部に水平にメッシュ状の補強材を埋設して盛土体４０を補強する
場合もある。
【００３３】
＜６＞盛土構造体の特性。
　既述した他に盛土構造体は以下の特性を有する。
【００３４】
＜６．１＞盛土体の重量の分散支持。
　盛土体４０の全重量は、盛土体４０が接する擁壁３０の背面に位置する斜面６０と、床
版１０の上面１３とにより分担して支持される。
　殊に、床版１０はその底面１４および背面１２を支持面として盛土体４０の重量を支持
するだけでなく、床版１０から延出した複数の補強杭５０と支柱杭２０の杭部２２と協働
して分散して支持することができる。
【００３５】
＜６．２＞盛土体の側圧の支持。
　本発明では、連結要素３２を介して擁壁３０を支柱杭２０の支柱部２１に固定するとと
もに、支柱杭２０と一体の床版１０から放射状に複数の補強杭５０を延出させて床版１０
の安定性を高めた支持構造になっている。
　したがって、擁壁３０に盛土体４０の側圧が作用しても、この側圧を支柱杭２０の支柱
部２１を通じて床版１０および複数の補強杭５０で効率よく支持できるだけでなく、擁壁
３０の孕み変形も効果的に阻止できる。
【００３６】
＜６．３＞回転モーメントに対する耐力。
　断面逆台形の床版１０の背面１２が斜面６０と同一方向に傾斜していることから、床版
１０には図面の時計回り方向の回転モーメントが発生する。
　また床版１０には、擁壁３０および支柱杭２０を通じて盛土体４０の側圧に起因した半
時計回り方向の回転（転倒）モーメントが発生する。
　両回転モーメントの作用方向が逆の関係となるから、一部の回転モーメントが打ち消し
合って、最終的に床版１０に作用する回転モーメントが減少する。
　本発明では、上記した回転モーメントの打ち消し合いの要因と、床版１０から放射状に
複数の補強杭５０と支柱杭２０の杭部２２とを延出させて床版１０の回転モーメントに対
する耐力を高めた構造要因とにより、斜面谷側へ向けた床版１０の転倒を確実に防止する
ことができる。
【００３７】
＜６．４＞横滑りの防止。
　床版１０から放射状に延出した複数の補強杭５０と支柱杭２０の杭部２２が床版１０の
横滑りの抵抗要因となる。
　したがって、床版１０の底面１４が上面１３と比べて小面積であっても、床版１０の谷
側へ向けた横滑りを確実に防止できる。
【００３８】
　以降に他の変形例や実施形態について説明するが、その説明に際し、前記した実施形態
と同一の部位は同一の符号を付してその詳しい説明を省略する。
【００３９】
［変形例］
　先の実施形態では支柱杭２０を連続した一本もので構成する場合について説明したが、
図７に示すように支柱杭２０はそれぞれ独立して形成した支柱部２１と杭部２２とをジョ
イント具２３で連結して構成してもよい。
　本例では支柱部２１の強度を杭部２２と比べて高くした形態を示す。
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　支柱部２１と杭部２２とを分離して形成できれば、それぞれの部位に応じた要求強度（
剛性）に合せて支柱杭２０を経済的に形成することができる。
　さらに、支柱杭２０を分割したことで、支柱部２１と杭部２２の運搬性と取扱性がよく
なる。
【００４０】
　また先の実施形態では、床版１０の構築に先行して支柱杭２０を立設する場合について
説明したが、床版１０を先行して構築した後に、床版１０に貫通させて支柱杭２０を立設
することも可能である。
　この場合、床版１０を構築する際に支柱杭２０を貫挿可能な縦孔を形成しておく。
【００４１】
［他の実施形態］
　図８には支柱杭２０の支柱部２１と背面の斜面６０との間に単数または複数の控材２５
を設け、支柱部２１に作用する盛土体４０の側圧を控材２５で分散して支持するようにし
た他の実施形態を示す。
　控材２５は引張耐力に優れた鋼材、ロープ材、ベルト材等を含み、連結具２４を介して
控材２５の先端を固定し、控材２５の基端を斜面６０に固定する。
　本例では擁壁３０に作用する盛土材４１の側圧を控材６０で支持した状態で、擁壁３０
の背面に盛土材４１を充填して盛土体４０を構築する。
【００４２】
　本例にあっては、支柱部２１の剛性を高めずに支柱部２１の曲げ抵抗を高めることがで
きるので、盛土構造体の大型化、或いは大規模地震時において盛土体４０の側圧が高くな
ったときでも盛土体４０を安定して支持することができる。
　また従来技術のように各パネルに控材を個別に接続しようとすると、多数の控材を必要
とするが、控材２５を支柱部２１に接続することで、少ない控材２５で以て多数のパネル
３１を同時に支持することができる。
【符号の説明】
【００４３】
　１０・・・・・床版
　１１・・・・・床版の前面
　１２・・・・・床版の背面
　１３・・・・・床版の上面
　１４・・・・・床版の底面
　２０・・・・・支柱杭
　２１・・・・・支柱部
　２２・・・・・杭部
　２３・・・・・ジョイント具
　２４・・・・・連結具
　２５・・・・・控材
　３０・・・・・擁壁
　３１・・・・・パネル
　３２・・・・・連結要素
　３５・・・・・捨型枠
　４０・・・・・盛土体
　４１・・・・・盛土材
　５０・・・・・補強杭
　５１・・・・・芯材
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